
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
学
力
」、
主
体

的
に
生
き
抜
く
た
め
に
異
質
な
他
者
と
共

生
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
「
グ
ロ
ー
バ
ル

力
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、「
夢
合
宿
」（
中
学
１
年
次
は

５
泊
、
２
年
次
は
７
泊
、
高
校
は
10
泊
。

郁
文
館
中
学
校
２
年
次
と
郁
文
館
グ
ロ
ー

バ
ル
高
校
２
年
次
は
海
外
研
修
・
海
外
留

学
を
実
施
）
で
は
、
農
林
業
体
験
や
野
外

調
理
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
協
働

活
動
を
通
じ
て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人

間
性
や
協
働
性
な
ど
を
養
う
。
郁
文
館
高

校
の
進
路
指
導
部
部
長
の
内
藤
昌
宏
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
東
京
都
・
私
立
郁い

く
ぶ
ん
か
ん

文
館
夢ゆ

め
が
く
え
ん

学
園
は
、
郁

文
館
中
学
校
と
郁
文
館
高
校
、
海
外
大

学
へ
の
進
学
も
視
野
に
入
れ
た
指
導
を
行

う
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
の
３
校
か
ら

成
る
中
高
一
貫
校
だ
。
教
育
目
標
に
「
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
持
た
せ

　

夢
を
追
わ
せ

　

夢
を
叶
え
さ
せ
る
」
を
掲
げ
、
そ
の
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
３
つ
の
力
と
し
て
、
夢

を
持
ち
、自
ら
人
間
性
を
高
め
て
い
く「
人

間
力
」、
学
ぶ
意
欲
と
学
習
習
慣
を
備
え
、

絶
対
的
な
知
識
と
夢
実
現
に
必
要
な
応
用

　「
高
大
接
続
改
革
で
求
め
ら
れ
て
い
る

資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
教
育
活
動
は
、

既
に
本
校
で
は
行
わ
れ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
は
、
大
学
入

試
改
革
へ
の
対
応
も
踏
ま
え
た
、
探
究
学

習
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
推
進
、
英
語
４

技
能
の
育
成
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
」

　
郁
文
館
高
校
で
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
を
見
据
え
て
、
16
年
度
か
ら
「
社
会
探

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。
①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲットから成る。

東
京
都
・
私
立
郁
文
館
夢
学
園

◎
私
立
郁
文
館
と
し
て
創
立
。
２
０
１
０
年
度
、

男
子
校
か
ら
共
学
化
。
難
関
大
学
の
合
格
を
目
指

す
郁
文
館
中
学
校
・
高
校
と
、
海
外
大
学
進
学
も

視
野
に
入
れ
る
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
を
設
置
。

◎
設
立

　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
学
園
全
体
で
約
１
５
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、
帯
広
畜
産
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

千
葉
大
、名
古
屋
大
、広
島
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
３
９
０
人
が
合
格
。
海
外

大
学
は
、ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、イ
ギ
リ
ス
、マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
の
大
学
に
延
べ
52
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.ikubunkan.ed.jp/

郁
文
館
高
校

　英
語
科
主
任

牧
野
圭
太
郎

ま
き
の
・
け
い
た
ろ
う

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
英
語
科
。

郁
文
館
高
校

　進
路
指
導
部

西
谷
知
穂
　に
し
た
に
・
あ
き
ほ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
国
語
科
。
１
学
年
担
任
。

郁
文
館
高
校

　進
路
指
導
部
部
長

内
藤
昌
宏
　

な
い
と
う
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

33
年
目
。
英
語
科
。

郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校

　夢
教
育

推
進
部
／
留
学
・
国
際
交
流
系
主
任

宮
坂
美
奈
子
　み
や
さ
か
・
み
な
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

23
年
目
。
家
庭
科
。

郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
　統
括
主
任

藤
井
崇
史
　

ふ
じ
い
・
た
か
し

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
社
会
科
。

東
京
都
・
私
立
郁い

く
ぶ
ん
か
ん

文
館
夢ゆ

め
が
く
え
ん

学
園

郁
文
館
中
学
校
・
高
校
／
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校

主
体
性
と
協
働
性
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の

育
成
を
目
指
し
た
探
究
学
習
を
推
進

東
京
都
・
私
立
郁
文
館
夢
学
園
で
は
、
学
園
全
体
で
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
推
進
し
、
主
体
性
や
協
働
性
の
涵
養
を
図
っ
て
き
た
。

２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
教
育
活
動
の
軸
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
を
取
り
入
れ
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
重
視
し
た
取
り
組
み
に

転
換
し
て
い
る
。

実

践

2
夢
を
か
な
え
る
た
め
の

人
間
力
・
学
力
・
グ
ロ
ー
バ
ル
力

生
徒
の
潜
在
的
な
資
質・
能
力
が

発
揮
さ
れ
る
探
究
学
習
に
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

究
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
が
自
ら
テ
ー
マ

を
決
め
、
問
題
提
起
と
仮
説
・
検
証
を
行

う
探
究
学
習
で
、
そ
の
進
め
方
は
次
の
通

り
だ
。

　
１
年
次
の
４
～
10
月
、
１
年
生
全
員
で

起
業
体
験
を
行
い
、
社
会
に
対
す
る
課
題

や
気
づ
き
を
得
る
。
２
学
期
に
は
、
そ
れ

を
基
に
、
社
会
問
題
を
分
類
し
た
13
領
域

か
ら
１
つ
選
び
、
学
級
横
断
で
５
～
６
人

の
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
。
領
域
は
、「
国
際
政
治
・
社

会
の
課
題
と
日
本
の
か
か
わ
り
方
」な
ど
、

文
系
６
領
域
、「
モ
ノ
づ
く
り
の
こ
れ
か

ら
と
人
間
・
社
会
」
な
ど
、
理
系
３
領
域
、

「
経
済
発
展
と
環
境
・
持
続
可
能
な
社
会
」

な
ど
、
文
理
融
合
４
領
域
で
あ
る
。

　
２
年
次
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
探
究

学
習
を
行
う
。
１
学
期
に
、
調
査
方
法
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
探
究
学
習

を
進
め
る
上
で
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

学
び
、
夏
季
休
業
以
降
、
研
究
テ
ー
マ
に

応
じ
て
大
学
や
企
業
な
ど
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
。
10
月
上
旬
の
文
化
祭
で

中
間
発
表
を
行
い
、
３
学
期
に
全
グ
ル
ー

プ
が
発
表
用
の
動
画
を
作
成
し
て
、
そ
れ

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
し
、
代
表
グ

ル
ー
プ
が
保
護
者
会
で
発
表
す
る
。

　
18
年
度
は
、「
社
会
探
究
」
の
成
果
を

＊２　Newspaper in Education の略。新聞などを教材として活用する教育活動。　＊３ Project/Problem Based Learning（問題解決型学習）の略。　

携
え
て
外
部
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る

こ
と
を
推
奨
し
た
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、

東
京
都
環
境
局
が
行
っ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ス
ト
ロ
ー
に
代
わ
る
ア
イ
デ
ア
募
集
」

に
応
募
し
、
飴
細
工
の
ス
ト
ロ
ー
を
提
案

し
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
（
写
真
１
）。

地
元
の
飴
細
工
職
人
に
依
頼
し
て
試
作
品

を
製
作
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
意
欲
的

な
活
動
が
実
っ
た
。

　「『
社
会
探
究
』
で
は
、
教
科
学
習
が
必

ず
し
も
得
意
で
は
な
い
生
徒
が
リ
ー
ド
し

て
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
な
ど
、
そ
の
生

徒
が
持
つ
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
生
徒
が
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

力
を
自
覚
し
、
自
己
効
力
感
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
探
究
学
習
の
よ
さ
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
内
藤
先
生
）

験
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究

し
、
最
終
的
に
個
人
で
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
る
計
画
だ
。

　「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
ツ
ア
ー
」
と
し
た
ね
ら
い
は
、

視
野
を
広
げ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手

法
を
学
ぶ
こ
と
だ
と
、西
谷
先
生
は
語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
は
、
研
究
の
進
め
方
を
生

徒
に
任
せ
て
い
た
た
め
、
大
学
や
企
業
な

ど
に
自
ら
連
絡
し
て
探
究
す
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で
調
べ
学
習
を
し

て
ま
と
め
る
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、探
究
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
全
員
必

須
と
し
、自
分
で
探
究
を
深
め
る
土
台
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
毎
朝
全
校
で
行
う
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
も
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
の
連
動
を
進
め
て
い
る
（
写
真

２
）。
以
前
は
、
生
徒
に
関
心
の
あ
る
ト

　
18
年
度
か
ら
は
、
探
究
テ
ー
マ
を
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
目
標
と
絡
め
て
考
え
さ
せ
る
実
践
を

行
っ
て
い
る
。進
路
指
導
部
の
西に

し

谷た
に

知あ
き

穂ほ

先
生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
社
会
の
諸
課
題
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
生
徒
は
探
究
学
習

の
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
絞
り
込
み
や
す
く

な
り
ま
す
。
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）
な
ど

も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
関
連
づ
け
る

こ
と
が
で
き
、
個
々
の
取
り
組
み
と
の
相

乗
効
果
も
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
れ
に
伴
い
、
２
年
次
の
１
学
期
に
行

う
修
学
旅
行
を「
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
＊
３
）ツ
ア
ー
」

と
し
、「
社
会
探
究
」
の
起
点
に
す
る
こ

と
に
し
た
。
北
海
道
美び

幌ほ
ろ

町
・
知し

れ
と
こ床

は
食

糧
問
題
・
自
然
と
の
共
生
、
鹿
児
島
県
屋

久
島
・
口く

ち
の
え永

良ら

ぶ部
島じ

ま

は
生
態
系
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
貧
困
問
題
と
い
っ
た
よ
う
に
、
行

き
先
は
生
徒
が
探
究
し
た
い
課
題
か
ら
考

え
ら
れ
る
よ
う
、
国
内
５
か
所
、
海
外
３

か
所
に
設
定
。生
徒
は
各
自
の
課
題
意
識

に
応
じ
て
行
き
先
を
選
び
、
４
～
６
人

が
１
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
現
地
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
の
体

写真１　東京都環境局のアイデア
募集で、飴細工のストローを提案
する生徒たち。応募総数 921 件
の中、最優秀賞を受賞した。

写真２　ＮＩＥの活用の様子。生徒が家庭から持参
した新聞から、関心がある記事を選んで要約。その
後、グループに分かれて意見交換・発表を行う。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

社
会
の
課
題
に
迫
る
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ピ
ッ
ク
を
選
ば
せ
て
い
た
が
、18
年
度
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
し
た
記
事
を
選
ん
で
課

題
や
解
決
策
を
考
え
さ
せ
た
（
図
１
）。

　

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
教
育
活
動
の
軸
と
し
た

こ
と
で
、
特
に
地
理
歴
史
、
公
民
、
理
科

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
づ
け
た
話
が
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
生
徒
も
、
授
業
で

学
ぶ
内
容
が
社
会
の
課
題
と
ど
の
よ
う
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
、
実
感
し
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
西
谷
先
生
）

　
郁
文
館
高
校
が
探
究
学
習
の
転
換
を
図

る
一
方
、郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
で
は
、

政
治
家
・
経
営
者
の
ス
ピ
ー
チ
や
現
代
社

会
の
課
題
に
か
か
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
扱
っ

た
り
と
、単
元
の
並
べ
替
え
や
教
科
間
連

携
を
行
う
こ
と
で
、生
徒
の
教
養
を
高
め
、

興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
の
で
あ
る
。

　「
生
徒
は
、
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で

の
ヒ
ン
ト
や
材
料
を
教
科
の
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
か
ら
探
す
よ
う
に
な
り
、
教
科
の

授
業
を
聞
く
姿
勢
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

各
教
科
・
科
目
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
、

思
考
力
な
ど
を
、『
協
働
ゼ
ミ
』
で
発
揮

す
る
と
い
う
流
れ
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藤
井
先
生
）

　
19
年
度
は
、
教
科
の
内
容
と
「
協
働
ゼ

ミ
」
の
関
係
を
示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
予
定
だ
。「
協
働
ゼ
ミ
」

で
求
め
ら
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
や
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
と
、
各
教
科
・
科
目
の
各
単
元
で

学
ぶ
内
容
の
関
係
を
明
確
化
し
、
不
足
し

て
い
る
点
は
教
科
の
指
導
計
画
に
盛
り
込

ん
で
も
ら
う
な
ど
、
教
科
の
授
業
と
の
連

動
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
推
進
に
も
、
18
年

度
１
学
年
か
ら
着
手
し
た
。
特
に
、
海
外

大
学
へ
の
進
学
や
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
受

13
年
度
か
ら
探
究
学
習
と
し
て
「
協
働
ゼ

ミ
」
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
現
在

は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
社
会
福
祉
」
な
ど
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
か
ら
設
定
さ
れ
た
17

の
ゼ
ミ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
10
～
20
人
で
活
動

し
て
い
る
。
各
ゼ
ミ
に
は
教
師
１
人
が
顧

問
と
し
て
つ
き
、
卒
業
生
１
人
が
コ
ー
チ

と
し
て
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　「
協
働
ゼ
ミ
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
生

徒
の
主
体
性
と
協
働
性
の
涵
養
を
重
視
し

て
い
る
点
だ
。
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
３
学

年
横
断
で
、
３
年
生
が
ゼ
ミ
長
を
務
め
る

（
図
２
）。
ゼ
ミ
長
は
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

受
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
リ
ー
ダ
ー
ス

キ
ル
の
違
い
や
、
組
織
の
つ
く
り
方
な
ど

を
学
ぶ
。
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
統
括

主
任
の
藤
井
崇た

か

史し

先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ゼ
ミ
内
で
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

主
体
的
に
社
会
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ

を
追
究
し
て
い
く
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
協
働
の
作
法
を
学
ぶ
こ
と
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
は
、
そ
の
副

産
物
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　「
協
働
ゼ
ミ
」
は
、
４
月
に
１
年
生
が

ゼ
ミ
を
選
択
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

１
学
期
か
ら
夏
季
休
業
に
か
け
て
協
働
研

究
を
行
っ
た
後
、
生
徒
が
個
別
に
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
。
12
月
に
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
、
保
護
者
を
招
待
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
１
年
生
は
研
究
成

果
を
発
表
す
る
。
活
動
の
評
価
は
、
独
自

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
い
、
レ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
途
中
で
提
出
す
る
研
究
計

画
書
や
先
行
研
究
レ
ポ
ー
ト
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
総
合
し
て
行
わ
れ

る
。
ゼ
ミ
全
体
で
の
研
究
成
果
よ
り
も
、

個
々
の
研
究
活
動
を
対
象
に
評
価
し
て
い

る
の
は
、
主
体
性
や
協
働
性
を
重
視
し
て

い
る
た
め
だ
。

　
18
年
度
は
、
教
科
の
授
業
と
「
協
働
ゼ

ミ
」を
連
動
さ
せ
よ
う
と
改
善
を
図
っ
た
。

例
え
ば
、世
界
史
の
授
業
で
は
、
宗
教
問

題
な
ど
、
現
代
の
社
会
問
題
の
背
景
を
解

説
し
た
り
、
英
語
の
授
業
で
は
、
海
外
の

NIEでは、SDGsと関連した記事に着目させて、考えを深めさせ
ている。＊学校資料をそのまま掲載。

NIEのワークシート図１

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

有
効
活
用
を
検
討

生
徒
主
体
の「
協
働
ゼ
ミ
」で

協
働
の
作
法
を
学
ぶ
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集

験
者
が
多
い
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
で

は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
重
要
性
は
一
層

高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
担
当
の
宮
坂
美
奈
子
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
校
の
生
徒
は
、

約
４
割
が
海
外
の
大
学
に
進
学
し
、
国

内
受
験
も
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ど
ち
ら
の
入
試
で
も
高
校
時
代
の
活

動
と
、そ
れ
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
資
質
・

能
力
が
メ
タ
認
知
で
き
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
時
系
列
に
沿
っ

＊４　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

2018年度の協働ゼミのテーマ
日本臺

たいわん

灣文化（注１）、ビジネス、ツーリズム、社会福祉、地域活性、アフリカ、法と政治、アート、アジア、食、
口永良部島、教育、エコロジー、STEM 教育（注２）、メディアデザイン、スポーツ、人間科学（心理、哲学）
注１）日本と台湾の文化。　注 2）STEM は、Science、Technology、Engineering 、Mathematics の頭文字で、STEM 教育は、
科学・技術・工学・数学に重点を置いた教育、人材育成のこと。

《役割》　•コーチング、コーディネーター
生徒の主体性やリーダーシップを引き出し、チームワーク、フォロワーシップを育む。
※プロジェクトの目標達成はあくまでその手段というのが授業のスタンス。時には失敗も、それが生徒
の学びになると考えられるのであれば、あえてさせる。試行錯誤と実践にこそ、価値を置く。

《ゼミ長研修》
•リーダーシップ醸成
• ラーニングアジリティ鍛錬
• 目標設定とＰＤＣＡサイクル

を促進させる
• 授業設計のフォロー

《役割》
• 添削
• 成績評価

て
蓄
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
生
徒

自
身
が
活
動
を
系
統
立
て
て
分
類
し
、
効

果
的
な
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
、
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
18
年
度
は
、「Classi

」（
＊
４
）
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
や
学
習
記
録
機
能
と
並
行
し

て
、「
社
会
探
究
」
や
「
協
働
ゼ
ミ
」
の

成
果
、Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
読
書

感
想
文
な
ど
、紙
の
記
録
も
ま
と
め
て
い

る
。特
に「
社
会
探
究
」で
は
、
探
究
学
習

の
過
程
で
作
成
し
た
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な

ど
、手
書
き
の
記
録
も
多
く
、紙
と
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
併
用
し
て
い
る
が
、
今
後

の
大
学
入
試
改
革
を
見
据
え
て
、「Classi

」

の
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

　
英
語
４
技
能
の
育
成
に
向
け
た
授
業
改

善
も
進
め
て
い
る
。
特
に
、
学
力
層
が
幅

広
い
郁
文
館
高
校
で
は
、
か
つ
て
は
読
解

中
心
の
指
導
だ
っ
た
が
、
18
年
度
１
学
年

か
ら
は
、
学
習
内
容
を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
る
リ
テ
リ
ン
グ
重
視
へ
と
転
換
し
た
。

単
元
の
最
後
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
英
語
で

書
い
た
り
話
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
定
期
考
査
で
は
長
め

の
英
作
文
を
課
す
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
場
面
を
増
や
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
も

行
っ
て
い
る
。
英
語
科
主
任
の
牧
野
圭
太

郎
先
生
は
、そ
の
方
法
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
自
分
が
英
語
を

話
す
姿
を
動
画
と
し
て
記
録
し
、
そ
れ
を

提
出
さ
せ
て
、
評
価
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
教
師
と

生
徒
の
１
対
１
で
行
う
と
、
生
徒
に
待
ち

時
間
が
発
生
し
、評
価
も
大
変
で
し
た
が
、

そ
う
い
っ
た
課
題
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
」

　
19
年
度
２
学
年
で
は
、「
社
会
探
究
」

と
の
連
動
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
生
徒
に
「
ク
ロ
ー
ン
技
術
」
に
つ
い

て
英
語
で
説
明
さ
せ
る
な
ど
、
専
門
的
な

内
容
を
英
語
で
発
表
で
き
る
よ
う
、
リ
テ

リ
ン
グ
力
を
高
め
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
ま
た
、
進
路
指
導
で
は
個
別
の
対
応
が

一
層
重
要
に
な
る
と
、
内
藤
先
生
は
考
え

て
い
る
。

　「
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
募
集
人
員
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に

合
う
入
試
形
態
を
、
教
師
が
見
極
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
生

徒
と
の
面
談
を
綿
密
に
行
い
、
教
師
同
士

で
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
大
学
入
試

改
革
に
対
応
し
た
進
路
指
導
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

協働ゼミ担当教員

顧問教員＆
ゼミコーチ

（各ゼミ２人）

顧問・
協働ゼミ担当教員

（各ゼミ２人）

＊学校資料を基に編集部で作成。

学び合い
講演・ディスカッション

○○ゼミ
ゼミ長が大テーマと
目標を設定

好奇心を核に
生徒たちが
授業を設計

生徒それぞれが
個別テーマを設定し、
研究レポート・論文を執筆

ゼミ長生徒を中心としたゼミ活動

実社会とのかかわり

＝

協働（リアリティー）

「協働ゼミ」の全体像図２

英
語
４
技
能
の
育
成
に
向
け
、

リ
テ
リ
ン
グ
重
視
の
指
導
に
転
換

ゼミ長生徒たち

ゼミ生 ゼミ生
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